
ゴーシュは初めはむしゃくしゃしていました

が、いつまでも続けてひいているうちに、フ

ッと何だかこれは鳥の方が本当のドレミファ

にはまっているかしらという気がしてきまし

た。どうもひけばひくほどカッコウの方がい

いような気がしてくるのでした。「えい、こ

んなバカなことしていたらオレは鳥になって

しまうんじゃないか。」とゴーシュはいきな

りぴたりとセロをやめてしまいました。する

とカッコウはどしんと頭をたたかれたように

フラフラっとして、それからまたさっきのよ

うに「カコッウ、カッコウ、カッ、カッ、カ

ッ」と言ってやめました。それから恨めしそ

うにゴーシュを見て「なぜやめてしまうんで

すか。僕らなら、どんな意気地のないやつで

ものどから血が出るまでは叫ぶんですよ」と

言いました。「何を生意気な鳥め。こんなば

かなまねをいつまでもしていられるか。もう



出て行け。見ろ。もうすぐ夜があけるんじゃ

ないか。」ゴーシュは窓を指さしました。東

の空がぼうっと銀色になって、そこをまっ黒

な雲が北の方へどんどん、どんどん走ってい

ます。「では、お日さまの出るまでお願いし

ます。もう一回。あと少しですから。」カッ

コウはまた頭を下げました。「黙れっ。いい

気になって。このばか鳥め。出て行け。もう


